
～喜びの声 パート①～   

 今年も英数科の生徒、頑張ってくれました。国公立大学や難関私立大学には約４人に１人合格をしています。

まだまだ結果が続きますので、今回はその中の一部を紹介させていただきます。 

原田一冴：広島大学 医学部 

１年次からサッカー部に所属していました。入学当初は勉強の習慣がつい

ていなく、日々の小テストなどをおろそかにして定期テストも振るいませ

んでした。その時、友達から一緒に上位を目指そうと約束し、自分を奮い立

たせました。しかし、最初は何をやっていいかわからず、とりあえず小テス

トは満点を取ることに決めました。そこから基礎力が付き、勉強の習慣が付

き、見事上位を取ることができました。３年生になってからは苦手な英語や

得意な国語を中心に個別指導をしてもらい、苦手の克服と得意を磨くこと

ができました。仲間と切磋琢磨できる環境、そして先生に協力してもらえる環境が整っていたので、第一志望に

合格することができました。 

太田千怜：浜松医科大学 医学部 

先生からアドバイスをもらったことはすぐに実行して、授業や模試の復習を通

し、力をつけてきました。個別指導では褒めてもらいことで前に進む勇気をも

らえました。共通テストが終わってもいつもと変わらない生活環境だったから

こそ、苦にもならなかったです。学校に来てみんなが頑張っている姿に鼓舞さ

れモチベーションを保つことができました。 

 

髙橋稜：公立はこだて未来大学 システム情報科学部 

中学時代は塾に通っていたので、自分は家では勉強できないと思っていなか

ったが、高校に入り、家で勉強できないという壁にぶち当たった。しかし、

桜丘では放課後自主学習や自主登校があり、学校で勉強する環境を与えられ

ていたのでとても役に立ちました。入学当初は塾に通うお金を親に払っても

らうのが申し訳ないという気持ちで嫌々参加していたが、それを乗り越え、

今の僕があると思っています。 

 

堰合美香穂：名古屋工業大学 工学部 

桜丘にはいい意味で個性の強い人がいて、私もその一人でしたが友達や先生方

に受け入れてくださり、自分らしく高校に通えました。英数科は１年次から大

学進学の目標に向けて勉強します。1 年次から大学受験を見据えた勉強を始め

るのです。同時に１年次から進路・大学選びのポイント、文理選択など担任の

先生と一緒に考えていきます。先生から言われることはアドバイスであり、意

志決定は自分でします。決定したことは全力でサポートしてくれるのもいいと

ころです。居残り学習は希望性なので、勉強したい人だけが残っているので、

居残り中少しだけ周りを見ると一生懸命に勉強している人がいて、その人たちの姿を見て自分も勉強を頑張ろう

と思いました。休憩時間には友達と勉強を教え合ったり、他愛もない話をしながらリラックスできたりするのも

利点です。桜丘には生徒一人ひとりを一人の人として接してくれるので、自分に自信が持てるようになり、友達

とも人として関わることができました。私は桜丘で人であること、人として大切なこと、人とのかかわりの大切

さを学びました。 


